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Clindamycinの 小 児 科 領 域 へ の 応 用

特に β溶連菌感染症を中心に一

水 原 春 郎 ・中 村 正 敬 伊 東 俊 一

川崎市立川崎病院小児科

Lincomycinは ブ菌,溶 連 菌 等 を 中心 とす る グ ラ ム陽 性

球 菌 感 染 症 に 対 して優 れ た 抗 菌 力 を 示 す 抗 生 剤 で あ るが

Upjohn研 究 所 で,最 近 これ とほ ぼ 同 様 な抗 菌 スペ ク ト

ラ ムを もち,し か も 抗 菌 力 に お い て ま さ り,吸 収 も 良 好

で あ るLincomycinの 誘導 体7-Ch・10rolincomycin(Clin-

damycin)が 開 発 され た。 私 共 は 今 回Clindamycinの 供

与 を 受 け,当 院小 児 科 に お い て,そ の臨 床 的 効 果 を検 討

す る機 会 を 得 た の で 報 告 す る。

臨 床 成 績

1.対 象

投与 の対 象は昭和43年2月 よ り6月 までに入院 した

狸紅熱患 児31名 お よび麻疹肺炎患児1名,そ れ に外 来

通院 の腺窩 性扁桃炎患児1名,計33名 であ る。 うち

β一溶 連菌の検 出された のは27名 で,こ の27名 につい

て効果 判定を行なつた。 なお.剤 型(カ プセル)の 関係

か ら,4才 以上のみを対象 と した。

2.投 与方法

上 述の こと く,カ プセル を20mg/kg!day前 後,5日

間連 続,分3に して投与 した。

3.結 果

狸紅 熱患児の うち,β溶 連菌 を検出 した27名 に対 す

る治験 成績は,表 の ごと くであ る。

有効 と した ものは,菌 消失 ・下 熱が投 薬開 始後48時

間以 内に認め られた もので,72時 聞以内に これ らの も

のを認めた ものを,や や有 効と した。発疹 も72時 間以

内に消槌 した、結局,有 効 と判定 できた ものは,や や有

効5を 含め,計18で18/27(66.7%)の 有効率であつ

た。 これは,最 近私共が経験 した狸紅 熱に対 するPC(30

万 単位筋注),Bicillin,EM,TC,Spiramycinの 治験 成

績 と比 較 してみ ると,pc注 の80/92(86%)よ りは劣

るが,他 の抗生 剤Bicillinl6/43(37.2%),EM5/20

(25%),TC69!163(42.3%),Spiramycin11/20(55%)よ

り優れた成 績である。PC筋 注ので きぬ場合には,Clin-

damycinは 上記薬剤 によ り優先 され るべ きもの と思われ

る。

症 例No.1～No.5は20=mg/kg未 満の投与量であ るた

め,有 効率は2/4(50%)と 成績が低下 してい る。

それ に反 して,20mglkg以 上 を投与 した ものでは,有

効率16/23(69。6%)と 優 れていた。抗菌 力がLincomYcin

と比す と優れ てい る と は い え ど も,Clindamycin20

mg/kg未 満では,や は り不足の よ うで少 くと も20mg/kg

投与が狸紅熱に対 して必要 である と判断 され る。

腺窩性扁桃炎,麻 疹肺炎 各1名 についてみ ると,前 者

が20mg/kg,・ 後者が15mg/kgのClindamycin投 与が

な された。いずれ も,β一溶連 菌が検出 され,Clindamycin

投与に よ り,両 者 とも48時 間以内に菌は消失 し,下 熱

も認め られた。

咽頭痛 も前者 では同時 に軽快 してい る。後者の咳蹴,

胸部所見 も5日 目に消裾 してい る。結局,両 者 とも有効

と判定 された。

4.副 作 用

対 象患児すべ て に お い て,末 梢血液,尿,肝 機能

(GOT,GPT)で,副 作用があつた と思われ るものは認

め られ なかつ た。 また,臨 床的に もな ん ら副作用 とい う

べ きものは なかつた。
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APPLICATION OF CLINDAMYCIN TO PEDIATRIC INFECTIONS 

  (PARTICULARLY BETA HEMOLYTIC STREPTOCOCCAL 
                 INFECTIONS)

HARUO MIZUHARA,  MASATOSHI NAKAMURA &  SHUNICHI ITO 

      Department of Pediatrics, Kawasaki City Hospital

                                     Abstract 
 The clinical response of children with beta hemolytic streptococcal infections to clindamycin  was 

evaluated. 
 Twenty-seven (27) children with scarlet fever received oral clindamycin at the rate of about 20  mg/kg/ 

day divided into 3 portions for 5 consecutive days. Of them, 18  (66.7%) showed good to excellent clinical 
response. 
 This result excelled those obtained with oral administration of  biciilin-16/43 (37.2%), erythromycin-

5/20  (25%),  tetracycline-69/163  (42.3%) and  spiramycin-11/20  (55%), though it was outstripped by 
that of parenteral penicillin (300,000 units I.M.)-80/92  (86%). 

 The rate of the effectiveness of the above  clindamycin therapy was  2/4  (50%) with a dosage level 
less than 20 mg/kg/day and was 16/23 (69.6%) with this level or above. In view of this, it appears 
20 mg/kg/day at least of clindamycin is to be used to obtain a better clinical result in the treatment of 

pediatric scarlet fever. 
 Clindamycin was also  effective in 2 patients with hemolytic streptococcal infections. No side 

effect was observed in all patients treated.




